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充
実
と
併
せ
て
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
住
民

サ
ー
ビ
ス
は
、
民
間
施
設
で
の
実
践
研
修
を

通
じ
職
員
の
意
識
改
革
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

ま
た
職
員
の
人
材
育
成
で
は
、
地
方
分
権
に

対
応
で
き
る
職
員
の
養
成
と
研
修
を
積
極
的

に
取
り
入
れ
、
研
修
の
場
の
充
実
を
図
り
ま

す
。
本
年
度
は
職
員
の
県
派
遣
に
加
え
、
宮

古
地
方
振
興
局
と
の
相
互
交
流
を
行
い
ま
す
。

行
政
改
革
は
行
政
改
革
大
綱
の
下
、
事
務

事
業
の
整
理
合
理
化
と
運
営
の
効
率
化
を
推

進
す
る
た
め
具
体
化
を
図
り
ま
す
。
広
域
行

政
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
宮
古
地
区
広
域
行

政
組
合
が
行
っ
て
い
る
事
業
の
実
績
を
基
に
、

一
層
の
連
携
を
強
め
、
行
政
能
力
の
向
上
と

効
率
的
な
行
政
運
営
を
図
り
ま
す
。
国
、
県

事
業
は
、
県
立
山
田
病
院
の
改
築
を
は
じ
め
、

道
路
、
高
潮
対
策
、
治
山
・
治
水
な
ど
、
関

係
機
関
に
計
画
の
採
択
や
事
業
の
促
進
に
つ

い
て
の
要
望
を
継
続
的
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。

以
上
、
平
成
十
五
年
度
の
主
要
な
施
策
に

つ
い
て
申
し
述
べ
ま
し
た
が
、
第
七
次
山
田

町
総
合
発
展
計
画
の
基
本
目
標
「
豊
か
な
自

然
と
調
和
し
て
人
と
産
業
が
光
る
ま
ち
」
の

実
現
に
向
け
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
信
頼
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
全
力
を
傾
注
す
る
覚
悟
で
あ

り
ま
す
。

術
・
文
化
の
振
興
は
、
町
民
芸
術
祭
の
開
催
、

支
援
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、「
山
田
町
史
・

下
巻
」
の
資
料
整
理
や
房
の
沢
古
墳
群
出
土

品
の
県
指
定
文
化
財
を
目
指
し
、
埋
蔵
文
化

財
保
存
整
備
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

交
流
の
推
進
で
は
、
昨
年
、
海
外
研
修
を
、

産
業
関
係
後
継
者
育
成
を
目
的
と
し
た
事
業

に
切
り
替
え
、
ま
た
ジ
ュ
ニ
ア
海
外
使
節
団

派
遣
事
業
は
高
校
生
も
団
員
に
組
み
入
れ
る

な
ど
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。
本
年
度
も

ジ
ュ
ニ
ア
海
外
使
節
団
派
遣
事
業
を
は
じ
め
、

各
種
研
修
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
推
進
は
、
青
少
年

地
域
活
動
や
親
子
ふ
れ
あ
い
事
業
、
世
代
間

交
流
事
業
、
完
全
学
校
週
五
日
制
に
対
応
し

た
学
校
外
活
動
の
実
践
な
ど
、
地
域
ぐ
る
み

の
活
動
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

に
努
め
、
必
要
に
応
じ
て
住
民
懇
談
会
な
ど

を
通
じ
対
話
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

行
政
事
務
の
効
率
的
な
運
営
に
つ
い
て
は
、

庁
内
全
職
員
に
端
末
機
を
整
備
し
ま
し
た
。

こ
れ
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
の
接
続
や
庁
内

の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
整
備
さ
れ
、
情
報

の
共
有
化
と
デ
ー
タ
の
一
元
管
理
に
よ
る
事

務
処
理
の
効
率
化
を
図
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

庁
内
に
設
置
さ
れ
た
情
報
化
推
進
員
の
活
動

を
通
じ
さ
ら
な
る
有
効
活
用
を
目
指
し
ま
す
。

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

も
今
年
八
月
の
本
格
稼
働
に
向
け
順
調
に
作

業
が
進
ん
で
お
り
、
引
き
続
き
総
合
窓
口
の

ま
す
。
昨
年
四
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
完
全

学
校
週
五
日
制
で
す
が
、
ゆ
と
り
の
中
で「
生

き
る
力
」
を
は
ぐ
く
む
活
動
や
創
造
性
を
伸

ば
す
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

社
会
教
育
は
、
各
年
齢
段
階
の
家
庭
教
育

学
級
や
各
種
教
室
、
青
年
団
体
な
ど
の
交
流

事
業
を
実
施
し
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に

つ
い
て
は
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
社
会
の
実
現
を

目
指
し
、
ス
ポ
ー
ツ
教
室
・
大
会
の
開
催
と

軽
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
拡
大
を
図
る
ほ
か
、
町

民
総
合
運
動
公
園
ラ
グ
ビ
ー
サ
ッ
カ
ー
場
の

ト
イ
レ
の
増
改
築
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
芸

国
は
「
地
方
に
で
き
る
こ
と
は
地
方
に
ゆ

だ
ね
る
」と
の
考
え
か
ら
、
三
位
一
体
の
改
革

（
国
庫
補
助
負
担
金
の
整
理
合
理
化
、
地
方

交
付
税
の
改
革
、
税
源
移
譲
を
含
む
税
源
配

分
の
見
直
し
）
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
自
立
で
き
る
自
治
体
の
構
築
が
求
め
ら
れ

て
お
り
、
町
政
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
自
ら

考
え
、
自
ら
行
う
「
分
権
型
社
会
」の
実
現
に

向
け
た
取
り
組
み
を
よ
り
一
層
進
め
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
山

田
町
情
報
公
開
条
例
に
基
づ
く
情
報
公
開
に

努
め
、
さ
ら
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
や
「
広

報
や
ま
だ
」
に
よ
る
適
時
適
切
な
情
報
提
供

生
涯
学
習
の
推
進
に
つ
い
て
は
、「
生
涯

学
習
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
マ
ナ
ビ
ィ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
ｉｎ
や
ま
だ
」
に
よ
る
学
習
情
報
の
提
供
や

自
治
会
な
ど
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
の
自
主
運

営
に
よ
る
地
区
生
涯
学
習
講
座
の
開
設
支
援
、

生
涯
学
習
特
別
講
演
会
を
実
施
し
ま
す
。
就

学
前
教
育
は
、
豊
か
な
人
間
性
を
は
ぐ
く
む

基
礎
教
育
に
重
点
を
置
き
、
家
庭
教
育
学
級

な
ど
の
充
実
を
推
進
し
ま
す
。

学
校
教
育
に
つ
い
て
は
、
山
田
中
学
校
の

校
舎
と
体
育
館
が
完
成
し
た
ほ
か
、
山
田
、

豊
間
根
両
中
学
校
へ
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
導

入
事
業
も
進
み
、
教
育
環
境
の
整
備
が
図
ら

れ
ま
し
た
。
本
年
度
は
荒
川
、
轟
木
、
船
越

の
各
小
学
校
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
導
入
し

一
人
ひ
と
り
が
キ
ラ
リ
と
光
る
生
涯
学
習
の
ま
ち

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
支
援

計
画
の
推
進

町
民
と
の
対
話
を
重
ね
町
政
推
進

子供たちの創造性を伸ばす教育が
大切（昨年の船越小学校運動会）

町は総合窓口の充実
を進めていきます


